
健康生活への意識を高める保健室経営

1.学校保健のあり方

学校は,子どもたちが一日の生活の中で,大半の時間を費やす場所である。日々の生活が,心身

の成長の糧である子どもたちにとって,学校での生活は,その発育において,大きな影響力を持っ

ている。

学校保健とは,子どもたちを取り巻く生活環境において,とり分け大きな位置を占める学校とい

う空間が,より快適であり,安全な場所であることを保障するためのものであり,すべての子ども

たちが各々に適した教育を受けることができ,健やかに成長することを見守り,また手助けをする

組織である。そして,その中心的役割を果たすのが,保健室である。

学校保健のねらいとして,先に述べた,他律的な健康管理の他に,子どもたちが"自らの健康は

自らが守らなければならない"という,自律的な健康管理の意識そして知識を,養い育てる場の設

定を図らなければならない。教師を中心とした教育的立場から,保健教育,保健学習を,効果的に

実施することが,その目的を達成できる手立ての一つである。

。体育科の保健領域(5年,6年)

。関連教科における保健に関する知識

道徳

。学校行事における保健指導

0学級指導における保健指導

0児童活動(児童会活動,学級会活動,クラブ活動)における保健指導

・保健室や学級における個別指導

・学校生活における随時的な指導

※　・印は教科課程外の場における保健指導

0健康観察　　0健康診断(保健調査)

0健康相談

0疾病予防　　0伝染病予防

0体力診断(スポーツテスト)

0健康生活の実践状況の把起・規正

0学校生活の管理

・健康に適した日課表,時間割の編成

・休憩時間中の遊びや運動

0学校環境の衛生的管理

・学校環境衛生検査(定期,月例,日常)とその事後措置

・施設設備の衛生管理

0学校環境の美化等情操面への配慮

・校舎内外の美化

・学校環境の緑化

・動物の飼育,植物の栽培

。教職員の協力体制(役割の明確化)

。学校,家庭,社会との連携

0地域関係機関,団体との連携

0学校保健委員会

(元山正・他「保健科教育方」より)

図1学校保健の構造図
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図1は,学校保健の構造図である。学校生活における様々な場面での,保健教育及び保健管理が

必要とされているこ'とがわかる0更に,組織活動では,子どもたちの関連する地域,及び各々の家

庭との連携も必須とされ,子どもたちを取り巻くすべての大人が,心身ともに健康である子どもを

育てる責任を負っていることを示している。

2・.　本校の学校保健

(1)保健・安全に関する目標について

本校の教育目標を支える,各領域の目標の中に,教科,道徳,特別活動と並び,体力・思考力の

目標が置かれ,そこに保健・安全に関する項目が位置付けられている・。

各教科

0確かな知識,技能

を身につける二

。自ら,体を動かし

て,問いかけ試

し,創り出す。

。友達から学び,と

もに高まる。

道　徳

0正しい判断力で,

自己を律する。

。目標達成のため,

責任をもってやり

ぬく。

0豊かな心で;他を

おもいやる。

特別活動

0日分の役割を自覚し進

んで活動に参加する。

。自他の考えを生かし,

見通しをもって全力で

取り組む。

。他人の立場を考えて,

みんなと協力する。

体　力 意志力

0自己の目標達成を目

ざして挑み鍛える。

0日分の体を知り,健

康安全の保持増進に

努める。

0きまり`を尊重し「お

互いに磨き合う。

これらの目標を達成する手立ての「つとして,本校の体力づくりの取り組みがあげられる。例え

ば,基礎体力の向上とともに,強い意志の育成を図ることをねらいとして行われる早朝体育,また

5,6年生の行事である,臨海教育での1000メートル遠泳を目標とした水泳指導などである。しか

し,これらの取り組みも,心身共に健康であることを前提としなければ,実施することはできない。

学校目標を支えるためにも,子ども.たちの健康は,最低必要条件である。

(2)児童の実態

現在,本校の児童の,健康に関する問題点は,以下の5つをあげることができる。

①　視力0.9以下の児童の増加(学年が進むにつれ)

②　う歯の放置

③　不規則な生活リズムが原因となっている体調不良

④　精神的不安定が原因と思われる体調不良

⑤　遊びの中での安全性に対する意識の不足

①の視力の低下については,62年度の定期健康診断の視力検査結果について考察すると,視力

0.9以下の者の割合は,全国平均(61年度)の19.1%に対し,本校では24.5%となっており,更に,

6年生の検査結果七は,全国平均の24.5%と比べ,本校では47.1%と,約2倍の数値を示してい

るということ,②のう歯の問題については,本校の児童のう歯の雁患率は,全国平均の90%とほぼ

同率の89%であり,特に高学年では,塾や家庭学習が忙しく,う歯を放置したままでいる児童が多

いということ,③,④の問題として,頭痛,,腹痛,_悪心などの不定愁訴で,保健室を来室する特定

した児童がいるということ,その原因としては,睡眠や食事などの生活リズムが不規則なために起

こるもの,或いは,精神的な問題か原因と患われるものがある,⑤に,休憩時間等の遊びについて,

安全性に対する意識の不足が原因である負傷があるということ-以上,5一つめ問題に取り組みこ

れを解決していくことが,子どもたちにとって,学校がより充実した学習のできる場として,尚か

つ楽しい生活の空間として過ごすことができるのではないか,と考えている。また,それに取り組

む場が,とりもなおさず,子どもたちの健康に対する意識を開拓する場であることは,いうまでも
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ない。

3　健康生活への意識を高めるために

61年度より"健康生活への意識を高める"というテーマを掲げ,保健室の経営にあたっており,

その基本的考えについては,61年度の研究紀要に述べている。

について述べる。

前述した,本校児童の実態の中での5つの問題点を踏まえ,

児童の生活において,"健康"に対する意識を養うために,

保健室では,月毎の保健目標を定めている。(表1)この目

標は,児童の実態から出てきた問題点並びに,季節や行事に

関連する健康問題とを合わせ作成している。月々の指導にあ

たっては,保健室から学級担任へ資料を提供し,金曜日の朝

の時間に位置付けられているショートの学級指導で実施され

ている。指導後は,児童,学級担任に感想を求め,以降の学

級指導の充実を図っている。また,保健室へ来室した児童に

対しても,個別に感想を求めたり,他にどのようなことを学

びたいかを質問したりしている。学級担任については,掲示

物の資料が必要な場合などに,気軽に保健室に求められるよ

う,日常のかかわりを大切にしなければならない。また,各

家庭においては,保健だよりを通じて,その月の保健目標を

以下,その具体的な実践の取り組み

表1　月例保健目標

月 保　 健　 目　 標

4 自分のか らだ を知 ろ う。

5 けがの予防 につ とめ よう。

6
①歯 を大切 に しよ う。

②つ ゆ時の衛生 に気 をつ け よ う。

7 夏 の健康 に気 をつ け よ う。

9 じょうぶ なか らだ をつ くろ う。

10 目を大切 に しよ う。

11 かぜ の予 防につ とめ よう。

12 暖房 を安全 に使 お う。

1 美 しい姿勢 を身につ け よう。

2 み んなでなか よ く遊 ぼ う。

3 一年 間の反省 を しよう。

伝え,その啓蒙を図っている。学校と家庭の共通理解の上で

子どもたちにとって,違った角度からの働きかけは,子どもたちの健康に対する意識の形成の上で,

より効果的であると考える。

4.管理と指導の実際

ここで紹介する実践は,①の視力の低下についてと,⑤の遊びの安全性への意識についての指導

の流れと,②のう歯の放置について,昨年度実施した指導の結果について,管理面から考察してい

きたい。

(1)事例工

本校の児童は,

1学年から,第

6学年まで裸眼

視力1.0未満の

者の割合は,

6.8%→13.8%

一→　16.3%　一→

27.9%→33.3%

→36.6%と,毎

年確実に増加し

ていることがわ

かる。(図3)

「目を大切にしよう」

学年が進むにつれ視力の低下が著しい。例えば,62年度の6年生については,第

図2　裸眼視力1.0未満の者について(D
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図3　裸眼視力1.0未満の者について(令



62年度だけでなく,本校の6年生は,全国平均と比べ,視力に問題のある児童が極めて多い。第

1学年から3学年までは,全国平均を下回っているが,4年からぐんと低下の傾向が強まる。この

ような現状に対し,学級担任には,その数値を知らせる資料を提供し・(資料1),各家庭には;保

健だよりと合わせ,資料2の,屈折異常に関する内容及び,秋の視力検査結果を記入したものを配

付した。尚,指導資料には,ショート,ロングの指導事例を別紙に載せた。また,家庭用配布プリ

ントの検査結果の欄には,視力1.0未満の場合は赤字で記入し,問題のある視力だという′ことを意

識づけるよう図った。
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(2)事例Ⅱ　「けがの予防につとめよう」

本校では毎月一回,"安全の日"を設け,校舎内外の施設,設備の安全点検を全職員で行っている。

この指導は,昨年度本校で発生した負傷の中で,医療機関の受診を必要とした31件についての資料

を元に実施した。一日の大半を過ごしている学校の中で起こった,負傷の時間,場所,種類を子ど

もたち自らが知ることにより,負傷が起こり得る状況をとらえ,それを回避できる態度を養うこと

ができるのではないかと,以下の指導資料を作成した。この資料の他に,低,中学年別の指導事例

も合わせて学級担任に提供した。

資料3　(保健室より学級担任へ)
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資料②　(保健室より全家族へ)
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(3)事例m　「歯を大切にしよう」

①　歯の指導について

歯の指導は,う歯に関する知識を与えることにより,その予防の必要性を認識させることにある。

また,現在のう歯の治療に関しても,進んで受診する態度を養うことも目的としている。左図は,

学級指導(保健)指導案

日　時　　昭和62年6月　日()　第　校時
学　年　　第5学年2線
主　題　　自分の歯
主題について
0　歯の検診の結果,本学級児童40名中14名に末処置歯があり,そのうち永久歯の末処置歯をもつ児

童が8名いる。むし歯には自然治癒能力がないことから,早期発見　早期処置,予防に関する指導
が課題とされている。そこで,自分の歯や口の健康状態に対して,正しい考え方や積極的な態度を
持たせることを願ってこの主題を設定した。
0　本学級の児童の「自分の歯」に対しての反応をアンケートによって調査してみた。よい歯を持っ

ていると自信を持っている児童が10名,自分の歯はよくないとする児童は21名いた。また,この期
の児童は,むし歯があるかないかということに加えて,歯並びや歯の形や色についても強い関心を
持っていることがわかった。しかし,自分の歯の現状や口の健康管理についての理解や態度は曖昧
であり,むし歯があったり,形や色がよくないからとあきらめてしまっていたり,歯の大切さを知
りながらも,殆んどの児童が歯科へ出かけることを嫌って,歯や口の正しい健康管理を怠っている
自分の歯に対する科学的な考え方や正しい態度を身につけさせたい。

指導内容と指導計画

自分の歯は,今?………(観察と歯式図の作成)=　　　　　　‥(1時間)

自分の歯は,自分で守ろう (1時間)(本時)
指導目標
自分の歯の現状をもとに,歯や口の健康管理について正しい考え方や態度を身につけさせる。
指導の展開

学　習　活　動 指　導　上　の　留　意　点 資　　　料

1.前時に作成した,
自分の歯の歯式図や
観察結果についての
感想を発表する。

2.現在の各自の歯が
持っている課題につ
いて,どうしたらよ

いか話し合う。
3.今後,歯や口の健
康管理について,自
分で賓任を持ち,実
践する意欲を高める。

1.前時に各自の健康診断表を見せて,う軋　処置軋　末処
置歯やCl～C4等の読みとり方をわからせ,自分の歯の状
態を歯式図に記入させておく。
自分自身の歯に対する感想や悩みが出にくい場合には,
事前に作成したアンケート結果のグラフを提示し,歯につ
いて児童が持っている諜塔を焦点化する。
2.虫歯予防の大切さのみでなく,児童が意識している歯並
び,歯の形や色についても正しい考え方や対処の仕方が出
来るように話し合いを進めたい。

3.今後,各自の日常生活において改善出来る事柄や歯科医
の利用の仕方などについて具体的に話を進め実践化に結び
つくようにしたい。

0　5月2日の

アンケート結

果のグラフ

0歯や口の健

康管理につい

ての歯科医の

話

0歯科医へ出

かけることの

好き嫌いのグ
ラフ

高学年を対照にした指導案であ

る。全身の健康と歯の関係,自

分の歯の歴史,並びに口脛の衛

生についてと,歯に関する知識

の習得を目的とした。しかし,

事前に行った調査では,虫歯よ

りも,歯並びや歯の色など,い

わゆる歯の外観にこだわる者が

目立った。思春期を迎える児童

の心理を思うと,うなずける結

果である。そこで,健康なだけ

でなく,美しい歯にするために

ということで,歯科医の話を盛

り込み,児童に興味と関心,そ

して意欲を持たせることにした。

また,昨年度行った「自分の

歯,どうなっているのかな」に

引き続き,本年度は,全体の場

としての指導は,正しい歯の磨

き方に重点を置き,ショートの

学級指導のための資料の作成,

保健・安全委員会による歯の模

型を使った歯みがき指導のVT

Rの製作をした。

(3　歯の管理について

昨年度実施した,う歯に関する指導については,61年度の研究紀要に詳しく述べているが,その

指導の結果,本年度の定期健康診断の歯科検診において,指導が有効であったことを裏付けるデー

タが得られた。

自分の歯の状態を意識づける作業を行った後,

治療勧告を行った。治療を終了した児童には,

治療完了後証明書を渡し,保健室の前に常に掲

示してある,組別治療勧告者のグラフに(写真)

名前を記入したラベルを貼り,意欲化を図った。

11月の臨時歯科検診後は,指導は行わなかった

が,それ以外は定期健診後と同じ事後措置を

行った。

図4のグラフは,本年度の定期健康診断の歯

科検診の結果による。学年別のう歯治療完了者
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図4　処置完了者の推移(61年度→62年度)

率である。本年度の本校の処置完了者率は,61

年度の全国平均と比べると,34.8%上回ってお

り,61年度の本校平均とは,高い学年で34.7%,

全体では22.4%ほど上昇してい.る。

昨年度の指導により,児童がどのように受け

とめていたかを知る手がかりになるのではない

かと思い,このデータを作成したが,思ったよ

り効果が現れていることがわかり,継続して指

導することの必要性を感じた。

5.反省と課題

保健指導を実施した後には,学級担任の指導

後の感想と,専科教官に向けては,その月の目

標に対し,日頃の気付き等についての意見を求

めている。この中には,指導後の児童の反応に

ついての報告や,保健室から提供した資料を

使っての感想,今後の資料についての要望等が

書かれている。子どもたちの学習後の感想も,

①学んでわかったこと,②思ったこと,考えたこと,の2項目に分けてまとめさせている。教官と

児童からの感想により,保健室から見えないものが見えてき,また必要とされているものが,浮き

彫りにされてくる。選択式の調査ではなく記述式なので,"今度から○○しないようにします"や"よ

くわかっだ'などの一言のみという感想もあり,個人的な指導につないでいく必要性を感じる。

また,保健指導を月毎に変えていくことについては,一長一短ある。子どもたちの現在の生活に

おける様々な問題点は,月毎に変えていけば,8月を除く11カ月間の中に,十分取り入れることが

できる。しかし,その月の目標の定着が困難であり,また,月によってその定着度に大きな差が生

まれる。大きな行事があると,それに飲み込まれて,意識外に追いやられてしまうことがある。例

えば,10月の保健目標は,「目を大切にしよう」で,秋の視力検査が10月に位置付けられているが,

本校では,10月から6週間の教育実習から始まり,その上毎年10月10日は運動会と定まっているた

め,10月10日は「目の愛護デ「」であるより,「運動会の日」なのである。また,視力検査にしても,

担任教官も忙しい中を縫うように行うため,予定通りにスムーズには運べない。

一年間,或いは数年間を通して一つの目標を持って,徹底した指導を図るべきなのかとの迷いも

ある。しかし,そうすると他はどうなるのか……。現状を冷静に観察しながら,今後,この月別保

健目標(51ページ参照)については,再度検討し,子どもたちの健康に,有効な働きかけをしなけ

ればならない。

参考文献　　「小学校保健教育の計画と実践」　小倉　学,ぎょうせい

「保健・安全,学校給食・性の指導と展開」　吉田登一郎,ぎょうせい

「養護教諭の保健指導」　国崎弘他,第一法規
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